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５
月
８
日
安
倍
総
理
に
提
言
し
た

「
教
育
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」が
実
を
結
ん
だ
!!

教
職
員
定
数
の
戦
略
的
充
実
、チ
ー
ム
学
校
の
推
進
、

教
師
が
担
う
業
務
の
縮
減

政
府
へ
の
要
望
内
容（
石
川
県
漁
協
作
成
）

▶沿岸や沖合で操業中の漁船に、ミサイル発射情報を自動的に
伝える新しい無線システム（現在は漁業無線局の職員が読み上
げている文面を、新システムでは自動音声に変換して伝える）。

次世代の学校指導体制実現部会

「
次
世
代
の
学
校
指
導
体
制
実
現
部
会
」提
言

（
主
査
／
松
野
博
一
　
主
査
代
理
／
池
田
佳
隆
、義
家
弘
介
、上
野
通
子
）

北朝鮮船の「大和堆」違法操業を許すな!!

　

昨
年
12
月
８
日
政
府
は
、
幼
児
教
育
・
保
育
と
高
等
教
育
の
両
無
償
化
な
ど
を
閣

議
決
定
し
た
。そ
の
規
模
２
兆
円
（
待
機
児
童
対
策
な
ど
も
含
め
て
）。こ
れ
は
先
の

衆
院
解
散
の
理
由
に
も
な
る
ほ
ど
の
、
消
費
税
増
税
分
の
使
途
変
更
に
よ
る
財
源
ね

ん
出
と
い
う
、大
掛
か
り
な
政
策
変
更
に
よ
る
も
の
。馳
に
と
っ
て
、幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
は
、
長
年
、
幼
児
教
育
議
員
連
盟
の
事
務
局
長
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
悲
願
。そ
し
て
高
等
教
育
の
無
償
化
は
、
文
科
大
臣
時
代
に
唱
え
た
給
付
型
奨
学

金
制
度
、
そ
し
て
党
・
教
育
再
生
実
行
本
部
主
査
と
し
て
昨
年
５
月
総
理
に
提
出
し

た「
第
八
次
提
言
」の「
教
育
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」の
実
現
で
も
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、

①
日
本
版
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
、高
等
教
育
の
質
的
充
実
の
議
論
深
化

②
教
師
の
長
時
間
勤
務
の
是
正

③
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
法
、大
学
ス
ポ
ー
ツ
改
革（
日
本
版
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
）

な
ど
引
き
続
き
教
育
再
生
に
邁
進
！

●
我
が
国
の
義
務
教
育
は
、
国
際
的
に
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
高
い
専
門
性

を
持
つ
教
師
が
、
幅
広
い
業
務
を
担
い
、
子
供
の
状
況
を
総
合
的
に
把
握
し
て
指
導
し
て
き
た
成
果
で
あ
り
、

子
供
へ
の
情
熱
や
使
命
感
を
持
っ
た
献
身
的
な
取
組
の
積
み
重
ね
の
上
に
成
り
立
っ
て
き
た
も
の
と
い
え
る
。

●
一
方
、
教
師
の
勤
務
実
態
は
極
め
て
厳
し
く
、
看
過
で
き
な
い
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
我
が
国
の
義
務
教
育

に
お
け
る
取
組
を
、
今
後
と
も
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
長
時
間
勤
務
の
状
況
を
早
急
に
是

正
し
、
知
・
徳
・
体
を
一
体
的
に
育
む
日
本
型
教
育
の
良
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
教
師
が
誇
り
や
情
熱
を
持

っ
て
、
高
い
専
門
性
を
十
分
に
生
か
せ
る
勤
務
環
境
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
特
に
、
勤
務
実
態
調
査
の
結
果
を
分
析
し
、
教
師
の
業
務
を
徹
底
的
に
見
直
し
た
上
で
、
教
師
に
し
か
で
き

な
い
業
務
以
外
を
大
胆
に
削
減
し
、
時
間
外
勤
務
を
縮
減
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

●
ま
た
、
道
徳
の
教
科
化
や
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の
強
化
を
内
容
と
す
る
新
学
習
指
導
要
領
が
平
成
32

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
が
、
授
業
時
数
増
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
証
を

行
い
、
実
効
性
の
あ
る
方
策
を
示
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

●
今
後
、
「
働
き
方
改
革
」
と
「
新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
」
を
両
立
す
る
た
め
に
は
、
以
下
の
取
組

に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
予
算
に
お
い
て
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
中
央
教

育
審
議
会
の
議
論
を
踏
ま
え
て
今
後
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
政
府
の
緊
急
対
策
に
順
次
盛
り
込
み
、
責
任
を
も
っ

て
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

▼
外
国
語
や
特
別
の
教
科「
道
徳
」な
ど
を
含
め
、
授
業
準
備
や
成
績
処
理
等
に
必
要
な
時
間
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
小
学
校
に
お
け
る
専
科
指
導
の
教
師
を
戦
略
的
に
充
実
し
、
教
師
一
人
当
た
り
の
持
ち
コ
マ
数
の

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
・
不
登
校
等
の
課
題
へ
の
対
応
、
学
校
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化
等

を
図
る
た
め
の
教
職
員
定
数
の
改
善
を
図
る
。

▼
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
教
師
の
事
務
作
業
を
補
助
す
る
業
務
ア

シ
ス
タ
ン
ト
、部
活
動
指
導
員
等
の
外
部
人
材
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、チ
ー
ム
学
校
を
実
現
す
る
。

▼
教
師
に
し
か
で
き
な
い
業
務
以
外
を
大
胆
に
削
減
し
、時
間
外
勤
務
を
縮
減
す
る
。

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
や
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
部
活
動
休
業
日
や
学
校

閉
庁
日
の
設
定
を
推
進
す
る
。

▼
主
任
の
在
り
方
等
効
果
的
な
学
校
組
織
の
運
営
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

▼
教
師
と
し
て
適
格
性
を
有
す
る
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
頑
張
っ
て
い
る
教
師
の
士
気
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
、給
特
法
の
見
直
し
も
含
め
、教
師
の
勤
務
実
態
に
応
じ
た
処
遇
と
な
る
よ
う
改
善
を
検
討
す
る
。

「
日
本
海
　
大
和
堆
で
の
違
法
操
業
外
国
漁
船
の
取
締
強
化
要
望
」

　

平
素
よ
り
、石
川
県
の
漁
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
、特
段
の
ご
指
導
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、標
記
海
域
で
は
、本
漁
協
所
属
の
中
型
い
か
釣
り
船（
１
８
４
ｔ
）15
隻
、な
ら
び
に
沖
合
底
曵
漁
船
５
隻

が
、６
月
初
旬
よ
り
操
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
海
域
で
は
、
昨
年
10
月
に
は
、
北
朝
鮮
の
木
造
船
数
百
隻
と
中
国
の
虎
網
船
や
か
ぶ
せ
網
船
な
ど
の
大
型

船
が
、日
本
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
内
に
不
法
に
侵
入
し
違
法
操
業
を
繰
り
返
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、本
年
６
月
に
は
、昨
年
を
超
え
る
数
百
隻
の
北
朝
鮮
の
木
造
船
が
目
撃
さ
れ
、本
県
い
か
釣
り
船
に
接

近
し
、集
魚
し
た
イ
カ
を
漁
獲
。ま
た
、そ
の
使
用
す
る
流
し
網
な
ど
の
漁
具
が
ス
ク
リ
ュ
ー
や
ロ
ー
プ
に
絡
ま
る

事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
違
法
な
操
業
は
、本
県
漁
船
の
操
業
や
航
行
に
支
障
を
来
た
し
、た
い
へ
ん
危
険
で
あ
り
、こ
れ
を
避

け
よ
う
と
現
場
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

仮
に
、こ
の
海
域
で
の
操
業
を
断
念
す
れ
ば
本
県
中
型
い
か
釣
り
漁
業
者
や
底
曵
網
漁
業
者
に
と
っ
て
計
り
知

れ
な
い
影
響
が
あ
り
、ま
さ
に
死
活
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、か
か
る
事
情
を
ご
覧
察
の
上
、左
記
の
事
項
に
つ
い
て
、特
段
の
ご
理
解
と
ご
配
慮
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

１
．水
産
庁
漁
業
取
締
船
、海
上
保
安
庁
巡
視
船
に
よ
る
取
締
り
の
強
化（
臨
検
、拿
捕
）を
実
行
し
、

　
　

わ
が
国
Ｅ
Ｅ
Ｚ
内
で
違
法
操
業
を
繰
り
返
す
外
国
船
を
速
や
か
に
排
除
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
．１
．に
よ
る
取
締
り
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、本
県
漁
業
者
の
安
全
確
保
に
万
全
の
対
策
を

　
　

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

12月8日
閣議決定の
12月8日
閣議決定の

放水だけでは
手緩い！
放水だけでは
手緩い！

●0～2歳児の保育は
住民税非課税世帯は無償化
●3～5歳の認可保育所、幼稚園、
認定こども園は所得を問わず無償化。
認可外施設は対象を検討

2019年4月から幼児教育・保育の無償化を一部先行実施。
2020年4月に高等教育を含めて全面実施!!

●住民税非課税世帯は国立大は
入学金・授業料を免除。
私立大は上限設け授業料を免除
●返済不要の給付型奨学金を拡充

●2兆円とは別に財源を確保したうえで、
年収590万円未満世帯を対象に
私立高校の平均授業料（約39万円）を
支援して実質無償化

●2020年度末までに32万人分の
保育の受け皿整備・保育士は
月3000円相当を賃上げ

●勤続10年以上の介護福祉士は
月平均8万円相当を賃上げ

幼児教育・
保育

２兆円の政策パッケージの主な内容

待機児童
対策

大学など
高等教育

私立高校

介護人材の
処遇改善

石川漁連をはじめ
県関係者とともに菅長官に直訴！

今回の要望活動での成果

287億円
●大型巡視船1隻の新造（20年度導入）

●不審船監視用の新型ジェット機1機（21年度導入）
▶捜索能力に優れる。全長約100m、総トン数約1,500トン

11月28日

前倒しで17年度予算案に計上！

幼児教育・保育、高等教育の両無償化に大きく貢献！

海上保安庁1

124億円
●大型の漁業取締船2隻（19年度就航）

●ミサイル情報自動伝達システム（16億6千万円）
▶「白嶺丸」の後継船含む。1,000トン級

水　産　庁2

や ま と た い

だ

ほ

松野先生（当部会主査）らとともに
安倍総理にレクチャー

馳・教育再生実行本部長から
安倍総理に

馳浩


